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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上層から下層に向かって、基材、該基材と剥離可能に積層され、硬化した樹脂層内に体
積ホログラムを有する体積ホログラム層、水性熱可塑性樹脂である酢ビ共重合ポリオレフ
ィン、エチレン酢ビ共重合樹脂、エチレンメチルメタクリレート共重合樹脂、ポリエステ
ル系ウレタンから選ばれる第１ヒートシール層、溶剤系熱可塑性樹脂であるエチレン－酢
酸ビニル共重合樹脂、ポリエステル系樹脂、アクリル系樹脂、塩酢ビ系樹脂から選ばれる
第２ヒートシール層、ポリ塩ビシート、ポリスチレンシート、ＰＥＴシート、上質紙から
選ばれる被着体とが順次積層されたホログラム積層体であって、前記体積ホログラム層と
被着体との接着力が体積ホログラム層または被着体の材料破壊力より大きいことを特徴と
するホログラム積層体。
【請求項２】
　上層から下層に向かって、基材、該基材と剥離可能に積層された表面保護層、硬化した
樹脂層内に体積ホログラムを有する体積ホログラム層、水性熱可塑性樹脂である酢ビ共重
合ポリオレフィン、エチレン酢ビ共重合樹脂、エチレンメチルメタクリレート共重合樹脂
、ポリエステル系ウレタンから選ばれる第１ヒートシール層、溶剤系熱可塑性樹脂である
エチレン－酢酸ビニル共重合樹脂、ポリエステル系樹脂、アクリル系樹脂、塩酢ビ系樹脂
から選ばれる第２ヒートシール層、ポリ塩ビシート、ポリスチレンシート、ＰＥＴシート
、上質紙から選ばれる被着体とが順次積層されたホログラム積層体であって、前記体積ホ
ログラム層と被着体との接着力が体積ホログラム層または被着体の材料破壊力より大きい
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ことを特徴とするホログラム積層体。
【請求項３】
　第１ヒートシール層が、透明な水性第１ヒートシール層であり、また、第２ヒートシー
ル層が着色第２ヒートシール層であることを特徴とする請求項１、または請求項２記載の
ホログラム積層体。
【請求項４】
　着色第２ヒートシール層が、第１ヒートシール層側から着色層、第２ヒートシール層の
順次積層体であることを特徴とする請求項３記載のホログラム積層体。
【請求項５】
　着色層が、着色層形成用インキ層であることを特徴とする請求項４記載のホログラム積
層体。
【請求項６】
　着色層が、金属または金属酸化物からなる層であることを特徴とする請求項４記載のホ
ログラム積層体。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、体積ホログラムを任意の被着体に熱圧により貼着可能とするホログラム転写
箔に関し、被着体に貼着後の偽造防止に有用なホログラム積層体に関する。
【０００２】
【従来の技術】
体積ホログラムは、情報を厚み方向に記録でき、また、立体的な画像の記録・再生が可能
な手段である。体積ホログラムの製造方法自体は知られているが、製造に際しては光学機
器を使用した精密な作業を要するため、体積ホログラムの模倣は困難であり、身分証明書
、銀行カード等の模倣防止に利用されている。さらに、体積ホログラムは、光の干渉色で
表現されるため、他の画像形成手段では得られにくい外観を有している。体積ホログラム
の持つ上記の特性を利用する意味で、フイルム状の体積ホログラムに接着剤を適用して粘
着ラベルの形にしたホログラム粘着ラベルを種々の被着体に貼ることが行なわれており、
例えば特開昭６３－２８４５８６号公報には、基材、体積ホログラム層、ヒートシール層
の順次積層構造の転写型ホログラムを開示する。また、模倣防止の観点からは、レリーフ
ホログラムを利用するものとして、例えば、特許第２９３４２８１号公報には、基材、レ
リーフホログラム、ヒートシール層の順次積層構造の転写型ホログラムが開示されている
。
【０００３】
しかしながら、前者にあっては、体積ホログラム層は基本的に光硬化した樹脂層からなる
のに対して、被着体としては例えば上質紙等とその材質を相違することが多く、双方との
接着性に優れるヒートシール剤を選択することが困難であり、ヒートシール剤の種類によ
っては被着体としての対象が制限されるという問題がある。そのため、体積ホログラム層
とヒートシール層との間、またはヒートシール層と被着体との間のいずれかの界面で体積
ホログラム層が剥離し、偽造を可能とするという問題がある。
【０００４】
また、後者にあっては、体積ホログラムはレリーフホログラムとは相違し、被着体におけ
る文字、画像等を透視可能とする利点を有し、また、体積ホログラム層と被着体との間に
着色層を介在させるとバック層として機能し、ホログラム画像のコントラストが高くなり
、視認性が増大するが、体積ホログラム層自体の着色は困難であるため、別に着色層を配
置することが検討されている。例えば本出願人は特願平１０－２７８４９３号、特願平１
１－３２４９８０号において、着色粘着剤層を使用することを提案しているが、着色成分
が体積ホログラム層へ移行してホログラム記録に影響を与えるという問題がある。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
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　本発明は、体積ホログラムを任意の被着体に熱圧により貼着可能とするホログラム転写
箔において、任意の被着体に貼着可能であり、また、貼着後に体積ホログラムを剥離しよ
うとしても体積ホログラム層や被着体の材料破壊が生じ偽造防止に有効なホログラム積層
体を提供すること、また、バック層として機能する着色層における着色成分の体積ホログ
ラム層への影響を確実に防止できるホログラム積層体の提供を課題とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　本発明のホログラム積層体は、上層から下層に向かって、基材、該基材と剥離可能に積
層され、硬化した樹脂層内に体積ホログラムを有する体積ホログラム層（以下、体積ホロ
グラム層という）、水性熱可塑性樹脂である酢ビ共重合ポリオレフィン、エチレン酢ビ共
重合樹脂、エチレンメチルメタクリレート共重合樹脂、ポリエステル系ウレタンから選ば
れる第１ヒートシール層、溶剤系熱可塑性樹脂であるエチレン－酢酸ビニル共重合樹脂、
ポリエステル系樹脂、アクリル系樹脂、塩酢ビ系樹脂から選ばれる第２ヒートシール層、
ポリ塩ビシート、ポリスチレンシート、ＰＥＴシート、上質紙から選ばれる被着体とが順
次積層されたホログラム積層体であって、前記体積ホログラム層と被着体との接着力が体
積ホログラム層または被着体の材料破壊力より大きいことを特徴とする。
【０００７】
　本発明のホログラム積層体は、上層から下層に向かって、基材、該基材と剥離可能に積
層された表面保護層（以下、剥離性保護層）、硬化した樹脂層内に体積ホログラムを有す
る体積ホログラム層、水性熱可塑性樹脂である酢ビ共重合ポリオレフィン、エチレン酢ビ
共重合樹脂、エチレンメチルメタクリレート共重合樹脂、ポリエステル系ウレタンから選
ばれる第１ヒートシール層、溶剤系熱可塑性樹脂であるエチレン－酢酸ビニル共重合樹脂
、ポリエステル系樹脂、アクリル系樹脂、塩酢ビ系樹脂から選ばれる第２ヒートシール層
、ポリ塩ビシート、ポリスチレンシート、ＰＥＴシート、上質紙から選ばれる被着体とが
順次積層されたホログラム積層体であって、前記体積ホログラム層と被着体との接着力が
体積ホログラム層または被着体の材料破壊力より大きいことを特徴とする。
【０００９】
上記の第１ヒートシール層が、透明な水性第１ヒートシール層であり、また、第２ヒート
シール層が着色第２ヒートシール層であることを特徴とする。
【００１０】
上記の着色第２ヒートシール層が、第１ヒートシール層側から着色層、第２ヒートシール
層の順次積層体であることを特徴とする。
【００１１】
上記の着色層が、着色層形成用インキ層であることを特徴とする。
【００１２】
上記の着色層が、金属または金属酸化物からなる層であることを特徴とする。
【００１４】
【発明の実施の形態】
図１は本発明のホログラム転写箔の一例の断面を示す図で、図中１はホログラム転写箔、
２は体積ホログラム層、３は第１ヒートシール層、４は第２ヒートシール層、または着色
された第２ヒートシール層、５は剥離性シート、６は剥離性保護層、７は基材である。
【００１５】
体積ホログラム層２は、物体光と参照光との干渉光を干渉縞の間隔よりも十分に厚い感光
材料に記録したもので、物体の３次元構造がそのまま記録されたものである。この体積ホ
ログラム層２を形成するには、支持体フイルム上に体積ホログラム形成用材料を積層した
ものに対し、直接、物体光と参照光との干渉光を記録するか、あるいは、体積ホログラム
の原版を密着露光することにより複製して得るものであり、工業的には後者の方法による
。
【００１６】
体積ホログラム形成用材料を塗布するための支持体フイルムとしては、厚さ１μｍ～１ｍ
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ｍ、好ましくは１０μｍ～１００μｍのポリエチレンテレフタレートフイルム（通称：Ｐ
ＥＴフイルム）、ポリエチレンフイルム、ポリプロピレンフイルム、ポリ塩化ビニルフイ
ルム、アクリルフイルム、トリアセチルセルロースフイルム、セルロースアセテートブチ
レートフイルム等を用いる。支持体フイルムとしては透明性が高く、平滑性が高いフイル
ムを使用することが望ましい。
【００１７】
体積ホログラム形成用材料としては、銀塩材料、重クロム酸ゼラチン乳剤、光重合性樹脂
、光架橋性樹脂等の公知の体積ホログラム記録材料がいずれも使用可能であるが、生産の
効率上、マトリックスポリマー、光重合可能な化合物、光重合開始剤および増感色素、さ
らに必要に応じて添加される可塑剤、界面活性剤からなる乾式の体積位相型ホログラム記
録用途の感光性材料を体積ホログラム形成用材料として使用することが好ましい。
【００１８】
バインダー樹脂であるマトリックス・ポリマーとしては、ポリメタアクリル酸エステル又
はその部分加水分解物、ポリ酢酸ビニル又はその加水分解物、ポリビニルアルコールまた
はその部分アセタール化物、トリアセチルセルロース、ポリイソプレン、ポリブタジエン
、ポリクロロプレン、シリコーンゴム、ポリスチレン、ポリビニルブチラール、ポリクロ
ロプレン、ポリ塩化ビニル、塩素化ポリエチレン、塩素化ポリプロピレン、ポリ－Ｎ－ビ
ニルカルバゾール又はその誘導体、ポリ－Ｎ－ビニルピロリドン又はその誘導体、スチレ
ンと無水マレイン酸の共重合体またはその半エステル、アクリル酸、アクリル酸エステル
、メタクリル酸、メタクリル酸エステル、アクリルアミド、アクリルニトリル、エチレン
、プロピレン、塩化ビニル、酢酸ビニル等の共重合可能なモノマー群の少なくとも１つを
重合成分とする共重合体等、またはそれらの混合物が用いられる。
【００１９】
マトリックス・ポリマーとして、より好ましくはポリイソプレン、ポリブタジエン、ポリ
クロロプレン、ポリビニルアルコール、またポリビニルアルコールの部分アセタール化物
であるポリビニルアセタール、ポリビニルブチラール、ポリ酢酸ビニル、エチレン－酢酸
ビニル共重合体、塩化ビニル－酢酸ビニル共重合体等、またはそれらの混合物がが挙げら
れる。
【００２０】
記録されたホログラムの安定化工程として加熱によるモノマー移動の工程があるが、その
ためにはこれらのマトリックス・ポリマーは、好ましくはガラス転移温度が比較的低く、
モノマー移動を容易にするものであることが必要である。
【００２１】
光重合可能な化合物としては、後述するような１分子中に少なくとも１個のエチレン性不
飽和結合を有する光重合、光架橋可能なモノマー、オリゴマー、プレポリマー、及び、そ
れらの混合物が挙げられ、例えば不飽和カルボン酸、及びその塩、不飽和カルボン酸と脂
肪族多価アルコール化合物とのエステル、不飽和カルボン酸と脂肪族多価アミン化合物と
のアミド結合物が挙げられる。
【００２２】
不飽和カルボン酸のモノマーの具体例としてはアクリル酸、メタクリル酸、イタコン酸、
クロトン酸、イソクロトン酸、マレイン酸、及びそれらのハロゲン置換不飽和カルボン酸
、例えば、塩素化不飽和カルボン酸、臭素化不飽和カルボン酸、フッ素化不飽和カルボン
酸等が挙げられる。不飽和カルボン酸の塩としては前述の酸のナトリウム塩及びカリウム
塩等がある。
【００２３】
また、光重合可能な化合物である、脂肪族多価アルコール化合物と不飽和カルボン酸との
エステルのモノマーの具体例としては、アクリル酸エステルに分類できるものとして、エ
チレングリコールジアクリレート、トリエチレングリコールジアクリレート、１，３－ブ
タンジオールジアクリレート、テトラメチレングリコールジアクリレート、プロピレング
リコールジアクリレート、ネオペンチルグリコールジアクリレート、トリメチロールプロ
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パントリアクリレート、トリメチロールプロパントリ（アクリロイルオキシプロピル）エ
ーテル、トリメチロールエタントリアクリレート、ヘキサンジオールジアクリレート、１
，４－シクロヘキサンジオールジアクリレート、テトラエチレングリコールジアクリレー
ト、ペンタエリスリトールジアクリレート、ペンタエリスリトールトリアクリレート、ペ
ンタエリスリトールテトラアクリレート、ジペンタエリスリトールジアクリレート、ジペ
ンタエリスリトールトリアクリレート、ジペンタエリスリトールテトラアクリレート、ジ
ペンタエリスリトールヘキサアクリレート、ソルビトールトリアクリレート、ソルビトー
ルテトラアクリレート、ソルビトールペンタアクリレート、ソルビトールヘキサアクリレ
ート、トリ（アクリロイルオキシエチル）イソシアヌレート、ポリエステルアクリレート
オリゴマー、２－フェノキシエチルアクリレート、２－フェノキシエチルメタクリレート
、フェノールエトキシレートモノアクリレート、２－（ｐ－クロロフェノキシ）エチルア
クリレート、ｐ－クロロフェニルアクリレート、フェニルアクリレート、２－フェニルエ
チルアクリレート、ビスフェノールＡの（２－アクリルオキシエチル）エーテル、エトキ
シ化されたビスフェノールＡジアクリレート、２－（１－ナフチルオキシ）エチルアクリ
レート、ｏ－ビフェニルメタクリレート、ｏ－ビフェニルアクリレートなどである。
【００２４】
光重合可能な化合物である、脂肪族多価アルコール化合物と不飽和カルボン酸とのエステ
ルのモノマーの具体例のうち、メタクリル酸エステルに分類できるものとしては、テトラ
メチレングリコールジメタクリレート、トリエチレングリコールジメタクリレート、ネオ
ペンチルグリコールジメタクリレート、トリメチロールプロパントリメタクリレート、ト
リメチロールエタントリメタクリレート、エチレングリコールジメタクリレート、１，３
－ブタンジオールジメタクリレート、ヘキサンジオールジメタクリレート、ペンタエリス
リトールジメタクリレート、ペンタエリスリトールトリメタクリレート、ペンタエリスリ
トールテトラメタクリレート、ジペンタエリスリトールジメタクリレート、ジペンタエリ
スリトールヘキサメタクリレート、ソルビトールトリメタクリレート、ソルビトールテト
ラメタクリレート、ビス－〔ｐ－（３－メタクリルオキシ－２－ヒドロキシプロポキシ）
フェニル〕ジメチルメタン、ビス－〔ｐ－（アクリルオキシエトキシフェニル〕ジメチル
メタン、２，２－ビス（４－メタクリロイルオキシフェニル）プロパン、メタクリル酸－
２－ナフチル等がある。
【００２５】
光重合可能な化合物である、脂肪族多価アルコール化合物と不飽和カルボン酸とのエステ
ルのモノマーの具体例のうち、イタコン酸エステルに分類できるものとしては、エチレン
グリコールジイタコネート、プロピレングリコールジイタコネート、１，３－ブタンジオ
ールジイタコネート、１，４－ブタンジオールジイタコネート、テトラメチレングリコー
ルジイタコネート、ペンタエリスリトールジイタコネート、ソルビトールテトライタコネ
ート等が挙げられる。
【００２６】
光重合可能な化合物である、脂肪族多価アルコール化合物と不飽和カルボン酸とのエステ
ルのモノマーの具体例のうち、クロトン酸エステルに分類できるものとしては、エチレン
グリコールジクロトネート、テトラメチレングリコールジクロトネート、ペンタエリスリ
トールジクロトネート、ソルビトールテトラクロトネート等が挙げられる。
【００２７】
光重合可能な化合物である、脂肪族多価アルコール化合物と不飽和カルボン酸とのエステ
ルのモノマーの具体例のうち、イソクロトン酸エステルに分類できるものとしては、エチ
レングリコールジイソクロトネート、ペンタエリスリトールジイソクロトネート、ソルビ
トールテトライソクロトネート等が挙げられる。
【００２８】
光重合可能な化合物である、脂肪族多価アルコール化合物と不飽和カルボン酸とのエステ
ルのモノマーの具体例のうち、マレイン酸エステルに分類できるものとしては、エチレン
グリコールジマレート、トリエチレングリコールジマレート、ペンタエリスリトールジマ
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レート、ソルビトールテトラマレート等が挙げられる。
【００２９】
光重合可能な化合物である、ハロゲン化不飽和カルボン酸としては、２，２，３，３－テ
トラフルオロプロピルアクリレート、１Ｈ，１Ｈ，２Ｈ，２Ｈ－ヘプタデカフルオロデシ
ルアクリレート、２，２，３，３－テトラフルオロプロピルメタクリレート、１Ｈ，１Ｈ
，２Ｈ，２Ｈ－ヘプタデカフルオロデシルメタクリレート、メタクリル酸－２，４，６－
トリブロモフェニル、ジブロモネオペンチルジメタクリレート（商品名：ＮＫエステルＤ
ＢＮ、新中村化学工業（株）製）、ジブロモプロピルアクリレート（商品名：ＮＫエステ
ルＡ－ＤＢＰ、新中村化学工業（株）製）、ジプロモプロピルメタクリレート（商品名：
ＮＫエステルＤＢＰ、新中村化学工業（株）製）、メタクリル酸クロライド、メタクリル
酸－２，４，６－トリクロロフェニル、ｐ－クロロスチレン、メチル－２－クロロアクリ
レート、エチル－２－クロロアクリレート、ｎ－ブチル－２－クロロアクリレート、トリ
ブロモフェノールアクリレート、テトラブロモフェノールアクリレート等が挙げられる。
【００３０】
また、光重合可能な化合物である、不飽和カルボン酸と脂肪族多価アミン化合物とのアミ
ドのモノマーの具体例としてはメチレンビスアクリルアミド、メチレンビスメタクリルア
ミド、１，６－ヘキサメチレンビスアクリルアミド、１，６－ヘキサメチレンビスメタク
リルアミド、ジエチレントリアミントリスアクリルアミド、キシリレンビスアクリルアミ
ド、キシリレンビスメタクリルアミド、Ｎ－フェニルメタクリルアミド、ダイアセトンア
クリルアミド等が挙げられる。
【００３１】
光重合可能な化合物のその他の例としては、特公昭４８－４１７０８号公報に記載された
一分子に２個以上のイソシアネート基を有するポリイソシアネート化合物、下記一般式　
CH2 ＝C(R)COOCH2CH(R′)OH （式中Ｒ、Ｒ′は水素或いはメチル基を表す。）で示される
水酸基を含有するビニルモノマーを付加させた１分子中に２個以上の重合性ビニル基を含
有するビニルウレタン化合物等が挙げられる。
【００３２】
また、特開昭５１－３７１９３号公報に記載されたウレタンアクリレート類、特開昭４８
－６４１８３号公報、特公昭４９－４３１９１号公報、特公昭５２－３０４９０号公報に
それぞれ記載されているようなポリエステルアクリレート類、エポキシ樹脂と（メタ）ア
クリル酸等の多官能性のアクリレートやメタクリレートを挙げることができる。
【００３３】
さらに、日本接着協会誌Ｖｏｌ．２０、Ｎｏ７、３００～３０８頁に光硬化性モノマー及
びオリゴマーとして紹介されているものも使用することができる。
【００３４】
光重合可能な化合物のその他の例で、リンを含むモノマーとしては、モノ（２－アクリロ
イロキシエチル）アシッドフォスフェート（商品名：ライトエステルＰＡ、共栄社油脂化
学工業（株）製）、モノ（２－メタクリロイキエチル）アシッドフォスフェート（商品名
：ライトエステルＰＭ、共栄社油脂化学工業（株）製）が挙げられ、またエポキシアクリ
レート系である商品名：リポキシＶＲ－６０（昭和高分子（株）製）、商品名：リポキシ
ＶＲ－９０（昭和高分子（株）製）等が挙げられる。
【００３５】
また、光重合可能な化合物のその他の例として、商品名：ＮＫエステルＭ－２３０Ｇ（新
中村化学工業（株）製）、商品名：ＮＫエステル２３Ｇ（新中村化学工業（株）製）も挙
げられる。
【００３６】
更に、下記の構造式を有するトリアクリレート類（東亜合成化学工業（株）製、商品名、
アロニックス　Ｍ－３１５）
【００３７】
【化１】
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下記の構造式を有するトリアクリレート類（東亜合成化学工業 (株）製、商品名、アロニ
ックス　Ｍ－３２５）
【００３８】
【化２】

また、２，２′－ビス（4-アクリロキシ・ジエトキシフェニル) プロパン（新中村化学 (
株）製、商品名、ＮＫエステル　A-BPE-4 ）、テトラメチロールメタンテトラアクリレー
ト（新中村化学 (株）製、商品名、ＮＫエステル　A-TMMT）等が挙げられる。
【００３９】
次に、開始剤系における光重合開始剤としては、１，３－ジ（ｔ－ブチルジオキシカルボ
ニル）ベンゾフェノン、３，３′，４，４′－テトラキス（ｔ－ブチルジオキシカルボニ
ル）ベンゾフェノン、Ｎ－フェニルグリシン、２，４，６－トリス（トリクロロメチル）
－ｓ－トリアジン、３－フェニル－５－イソオキサゾロン、２－メルカプトベンズイミダ
ゾール、また、イミダゾール二量体類等が例示される。光重合開始剤は、記録されたホロ
グラムの安定化の観点から、ホログラム記録後に分解処理されるのが好ましい。例えば有
機過酸化物系にあっては紫外線照射することにより容易に分解されるので好ましい。
【００４０】
増感色素としては、３５０～６００ｎｍに吸収光を有するチオピリリウム塩系色素、メロ
シアニン系色素、キノリン系色素、スチリルキノリン系色素、ケトクマリン系色素、チオ
キサンテン系色素、キサンテン系色素、オキソノール系色素、シアニン染料、ローダミン
染料、チオピリリウム塩系色素、ピリリウムイオン系色素、ジフェニルヨードニウムイオ
ン系色素等が例示される。なお、３５０ｎｍ以下、または６００ｎｍ以上の波長領域に吸
収光を有する増感色素であってもよい。
【００４１】
上記したマトリックスポリマー（バインダー樹脂）、光重合可能な化合物、光重合開始剤
及び増感色素とからなる、体積ホログラム形成用材料の配合比は次の通りである。
【００４２】
光重合可能な化合物はバインダー樹脂１００重量部に対して１重量部～１００重量部、好
ましくは５重量部～１０重量部の割合で使用される。
【００４３】
光重合開始剤は、バインダー樹脂１００重量部に対して１重量部～１０重量部、好ましく
は５重量部～１０重量部の割合で使用される。
【００４４】
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増感色素は、バインダー樹脂１００重量部に対して０．０１重量部～１重量部、好ましく
は０．０１重量部～０．５重量部の割合で使用される。
【００４５】
その他、体積ホログラム形成用材料の成分としては、例えば可塑剤、グリセリン、ジエチ
レングリコール、トリエチレングリコール及び各種の非イオン系界面活性剤、陽イオン系
界面活性剤、陰イオン系界面活性剤が挙げられる。
【００４６】
体積ホログラム形成用材料は、アセトン、メチルエチルケトン、メチルイソブチルケトン
、シクロヘキサノン、ベンゼン、トルエン、キシレン、クロルベンゼン、テトラヒドロフ
ラン、メチルセロソルブ、エチルセロソルブ、メチルセロソルブアセテート、エチルセロ
ソルブアセテート、酢酸エチル、１，４－ジオキサン、１，２－ジクロロエタン、ジクロ
ルメタン、クロロホルム、メタノール、エタノール、イソプロパノール等、またはそれら
の混合溶剤を使用し、固型分１５％～２５％の塗布液とされる。
【００４７】
これらの塗布液を使用し、支持体フイルムが枚葉（１枚毎のシート）の状態で塗布するの
であれば、バーコート、スピンコート、又はディッピング等により、支持体フイルムがロ
ール状の長尺の状態で塗布するのであれば、グラビアコート、ロールコート、ダイコート
、又はコンマコート等により塗布を行なって、いずれも塗布を行なった後、塗布液に合わ
せた乾燥ないし硬化の手段を用いて固化させる。このようにして得られる体積ホログラム
形成用材料の厚みは０．１μｍ～５０μｍ、好ましくは５μｍ～２０μｍである。
【００４８】
このようなホログラム記録材料としては、例えばテュポン社製「オムニデックス」シリー
ズを利用できる。
【００４９】
また、ホログラム記録材料として、バインダー樹脂、ラジカル重合剤、カチオン重合剤、
増感色素、ラジカル重合性モノマー、カチオン重合性モノマーからなる光重合性組成物を
使用することもできる。
【００５０】
支持体フイルム上に塗布して得られる体積ホログラム形成用材料の上には、ホログラム情
報を露光するまでの間、カバー用のフイルムを貼っておいてもよい。カバー用のフイルム
としては厚さ１μｍ～１ｍｍ、好ましくは１０μｍ～１００μｍのＰＥＴフィルム、ポリ
エチレンフィルム、ポリプロピレンフィルム、ポリ塩化ビニルフィルム、アクリルフィル
ム、トリアセチルセルロースフィルム、セルロースアセテートブチレートフィルム等の透
明性が高く、平滑性が高いフイルムをゴムローラー等で貼り合わせるとよい。カバー用に
は、上記のような透明樹脂フィルムを貼る替わりに、トリアセチルセルロース、ポリビニ
ルアルコール、ポリメチルメタクリレート等のフィルム形成性のある材料を溶解した塗料
をスピンコート等により塗布して、被膜を形成してもよい。
【００５１】
支持体フィルム上の体積ホログラム形成材料には、カバー用フィルムがある場合には、そ
のままで、あるいはカバー用フィルムを剥がしてから、支持体フィルム側から、直接、２
光束のレーザー光、例えばアルゴンレーザー（波長５１４．５ｎｍ）、クリプトンレーザ
ー（波長６４７ｎｍ）等を使用して物体光と参照光との干渉光を記録するか、あるいは保
護フィルムを剥がしてから、体積ホログラム形成用材料に直接、体積ホログラムの原版を
密着し、体積ホログラム形成用材料の支持体フィルム側からアルゴンレーザー（波長５１
４．５ｎｍ）を入射し、原版からの反射光と入射した光との干渉縞を記録し、体積ホログ
ラムの情報を与える。光源として４７６．５ｎｍ、５３２ｎｍ、および６４７ｎｍの波長
の輝線のレーザー光を使用して記録することにより、フルカラーホログラムを得ることが
できる。記録後に、超高圧水銀灯、高圧水銀灯、カーボンアーク、キセノンアーク、メタ
ルハライドランプ等の光源から、０．１～１０，０００ｍＪ／ｃｍ2 、好ましくは１０～
１，０００ｍＪ／ｃｍ2 の紫外線照射により光重合開始剤を分解する工程、及び加熱処理
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、例えば１２０℃で２４分の加熱により、光重合可能な化合物を拡散移動させる工程を順
次経て、安定な体積ホログラムとする。
【００５２】
なお、本発明における体積ホログラム層２は、ホログラム画像の色を別にすると、無色透
明か、種々の要因により若干着色していても、透明性を有し、また、十分な可視光透過性
を有している。
【００５３】
以上のプロセスで得られる体積ホログラム層２は、体積ホログラムを硬化した樹脂層内に
有し、支持体フィルムと積層した構造である。支持体フィルムは体積ホログラム層が形成
された時点で剥がしてもよく、あるいは、以降の加工工程で体積ホログラム層２の露出面
が傷付いたり汚染したりするのを防止する目的で、そのまま付着させておき、加工の必要
のあるときに剥がして除去するか、ホログラム転写箔とする直前に剥がすとよい。あるい
は、後述する剥離性保護層を必要としない場合には、支持体フィルムをそのままホログラ
ム転写箔における基材としてもよい。
【００５４】
体積ホログラム層における体積ホログラムは、物体からの光の波面に相当する干渉縞が透
過率変調、屈折率変調の形で硬化した体積ホログラム層内に記録されたもので、複製に際
しても、体積ホログラム原版を密着させて露光現像することにより容易に作成できる利点
を有するものである。
【００５５】
第１ヒートシール層３は、上記のようにして得られる体積ホログラム層２と第２ヒートシ
ール層４とを接着させるためのものであり、後述する第２ヒートシール層と共に透明無着
色としてもよいが、第１ヒートシール層を着色する場合には体積ホログラム層への着色剤
の移行の問題があるので、第１ヒートシール層を透明無着色とし、後述する第２ヒートシ
ール層において着色させるとよい。これにより、体積ホログラムへの染料の移行等の影響
を与えないで、得られるホログラム像のコントラストに優れるものとできる。
【００５６】
第１ヒートシール層としては、溶剤系熱可塑性樹脂や水性熱可塑性樹脂が例示される。溶
剤系としてはエチレン－酢酸ビニル共重合樹脂、ポリアミド樹脂、ポリエステル樹脂、ポ
リエチレン樹脂、エチレン－イソブチルアクリレート共重合樹脂、ブチラール樹脂、ポリ
酢酸ビニル樹脂およびその共重合樹脂、セルロース誘導体、ポリメチルメタクリレート樹
脂、ポリビニルエーテル樹脂、ポリウレタン樹脂、ポリカーボネート樹脂、ポリプロピレ
ン樹脂、エポキシ樹脂、フェノール樹脂、ＳＢＳ、ＳＩＳ、ＳＥＢＳ、ＳＥＰＳ等の熱可
塑性エラストマー、又は反応ホットメルト系樹脂等が例示される。市販品としては、エチ
レン－酢酸ビニル共重合樹脂である東洋モートン社製「ＡＤ１７９０－１５」、ＤＩＣ社
製「Ｍ－７２０ＡＨ」、また、ポリエステル樹脂であるＤＩＣ社製「Ａ－９２８」、アク
リル系樹脂であるＤＩＣ社製「Ａ－４５０」、塩酢ビ系樹脂であるＤＩＣ社製「Ａ－１０
０Ｚ－４」等が例示される。
【００５７】
溶剤系熱可塑性樹脂はトルエン、メチルエチルケトン等の溶媒に溶解され、コンマコータ
ー、ダイコーター、グラビアコーター等により一時的キャリヤである表面平滑な剥離フィ
ルム上に、乾燥膜厚２～２０μｍに塗布形成する。体積ホログラム層２上に直接に塗布す
ることも可能であるが、体積ホログラム層におけるホログラム記録に溶剤が影響を与える
ので、一時的キャリヤ上に塗布・乾燥して層形成した後、塗布面を体積ホログラム層に重
ねて加圧することにより適用するのが好ましい。
【００５８】
なお、溶剤系熱可塑性樹脂を使用する場合には、第１ヒートシール層中に体積ホログラム
層２の構成材料として記載した溶剤可溶型の光重合可能な化合物や可塑剤、また、粘着付
与剤（タッキファイヤ）や界面活性剤等をその接着性を阻害しない範囲で添加しておくと
、これら添加成分の体積ホログラム層への移行により体積ホログラム層２を膨潤、または
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収縮させる、所謂「チューニング作用」を付与することができ、再生される画像情報の色
みを制御することができる。しかし、後述する第２ヒートシール層に溶剤可溶型染料を含
有する場合には、染料が第１ヒートシール層を経由してホログラム層に移行する可能性が
あるので、第２ヒートシール層用の着色剤としては溶媒不溶型の染料、顔料を使用する必
要がある。
【００５９】
第１ヒートシール層は、好ましくは水性熱可塑性樹脂から形成されるとよい。水性熱可塑
性樹脂としては、酢ビ共重合ポリオレフィンである三井化学（株）製「Ｖ－１００」、「
Ｖ－２００」、また、エチレン酢ビ共重合樹脂である中央理化工業（株）製の「ＥＣ－１
７００」、「ＭＣ－３８００」、「ＭＣ－４４００」、「ＨＡ－１１００」、エチレンメ
チルメタクリレート（ＥＭＭＡ）共重合樹脂である中央理化工業（株）製の「ＡＣ－３１
００」、ポリエステル系ウレタンであるＤＩＣ（株）製「ＡＰ－６０ＬＭ」等が挙げられ
る。
【００６０】
水性熱可塑性樹脂は、水、プロパノール等のアルコール系溶剤に溶解してコンマコーター
、ダイコーター、グラビアコーター等により、乾燥膜厚２～２０μｍに塗布形成する。こ
の場合、体積ホログラム層上に直接に適用することも可能であるが、一時的キャリヤ上に
塗布してから、塗布面を体積ホログラム層に重ねて加圧して積層してもよい。
【００６１】
第１ヒートシール層を水性とすると、後述する第２ヒートシール層を溶剤可溶性染料によ
り着色しても染料の体積ホログラム層への移行を防止でき、染料としての利用が制限され
ないという利点がある。
【００６２】
次に、第２ヒートシール層４は第１ヒートシール層と被着体とを熱圧により接着させるも
ので、上記の溶剤系接着剤から被着体との接着性の観点から適宜選択されるとよい。被着
体としてはポリ塩ビ（以下、単に塩ビともいう）シート、ポリスチレンシート、ＰＥＴシ
ート、上質紙等が例示されるが、これら被着体との接着性の観点からエチレン－酢酸ビニ
ル共重合樹脂である東洋モートン社製「ＡＤ１７９０－１５」、ＤＩＣ社製「Ｍ－７２０
ＡＨ」、また、ポリエステル樹脂であるＤＩＣ社製「Ａ－９２８」、アクリル系樹脂であ
るＤＩＣ社製「Ａ－４５０」、塩酢ビ系樹脂であるＤＩＣ社製「Ａ－１００Ｚ－４」等の
ヒートシール剤から被着体との接着性を考慮し適宜選択されるとよい。
【００６３】
第２ヒートシール層４は、無着色透明としてもよいが、第２ヒートシール層中に着色剤を
含有させることにより、ホログラム画像の背景とすることができ、ラベルにあってはホロ
グラム像を視認することができ、また、コントラストの高いホログラム画像を与えること
ができる。
【００６４】
着色剤としては、顔料、染料の単独、または混合物が挙げられる。顔料としては、カーボ
ンブラック、銅－鉄－マンガン、アニリンブラック等の黒色顔料、また、黒色以外のナフ
トールレッドＦ５ＲＫ、フタロシアニンブルー等の着色顔料、赤外線反射顔料を単独また
は混合して用いられる。顔料として、着色した赤外線反射顔料を使用すると、ホログラム
記録層のバック層を可視光とは相違した状態に変化させることができ、例えば偽造防止や
身分証明書等に利用することができる。顔料は、その平均粒子径が１０μｍ以下、好まし
くは１μｍ以下とするとよく、平均粒径が１０μｍを越えると、第２ヒートシール層表面
に凹凸を来たし、体積ホログラム層自体が軟質のためにホログラムに記録された干渉縞を
乱す恐れがある。また、ホログラム画像が暗くなったり、斑状に抜けが発生するので好ま
しくない。結果として、第２ヒートシール層表面の表面平滑度が±０．５μｍ以下、好ま
しくは±０．２μｍ以下となるようにするとよい。このような表面平滑度は、顔料を含有
した第２ヒートシール層を表面平滑な剥離フィルム上に形成した後、その剥離フィルムを
剥離し、剥離面から熱転写により第１ヒートシール層上に積層することにより容易に達成
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することができる。
【００６５】
また、染料としては、アシッドブラック、クロムブラック、リアテクティブブラック等の
黒色染料、また、ディスパースレッド、カチオンブルー、カチオンイエロー等の染料が例
示され、単独または混合して用いられる。
【００６６】
顔料または染料は、第２ヒートシール層中に１重量％～４０重量％、好ましくは１０重量
％～３０重量％含有させるとよいが、含有割合が４０重量％を越えるとヒートシール性が
低下するので好ましくない。
【００６７】
また、着色された第２ヒートシール層は、Ｏ．Ｄ．値が、１．５以上、好ましくは１．９
以上であり、また、体積ホログラム層の回折波長の光を５０％以上、好ましくは８０％以
上吸収するものとするとよく、これにより、コントラストに優れるホログラム画像とでき
る。
【００６８】
着色された第２ヒートシール層４は、顔料、染料を接着剤と共に酢酸エチル、トルエン、
メチルエチルケトン等の溶媒に溶解、または分散した後、コンマコーター、ダイコーター
、グラビアコーター等により乾燥膜厚０．５μｍ～１００μｍ、好ましくは１～５０μｍ
に塗布形成される。
【００６９】
着色された第２ヒートシール層４は第１ヒートシール層３上に直接塗布形成しても、一時
キャリヤに一旦形成してから適用してもよく、また、一時キャリヤに着色第２ヒートシー
ル層４、第１ヒートシール層３をこの順に形成したものを第１ヒートシール層３側から体
積ホログラム層２上に一度に重ねて貼り合わせ、熱圧転写して形成してもよい。
【００７０】
次に、図２に示すように、着色された第２ヒートシール層４として、第１ヒートシール層
側から着色層４′、第２ヒートシール層４″の積層構成としてもよく、その第２ヒートシ
ール層４″側から被着体に貼着されるようにしてもよい。すなわち、着色された第２ヒー
トシール層４に代えて、着色層４′と第２ヒートシール層４″との積層構造とするもので
ある。
【００７１】
着色層４′は、バインダーと着色剤とからなるインキ層としてもよい。バインダーは、第
１ヒートシール層３、第２ヒートシール層４″との接着性を有するものであれば格別の制
限はなく、例えばポリウレタン樹脂、ポリエステル樹脂、ポリアクリル樹脂、塩化ビニル
樹脂、酢酸ビニル樹脂、塩ビ－酢ビ共重合樹脂、ポリオレフィン樹脂、エチレン－酢ビ共
重合樹脂、スチレン－ブタジエン共重合樹脂、ポリアミド樹脂等が例示される。
【００７２】
着色剤としては、着色された第２ヒートシール層４の項で記載した顔料、染料の単独、ま
たは混合物が挙げられる。顔料または染料は、着色層４′中に１重量％～４０重量％、好
ましくは１０重量％～３０重量％含有させることができ、着色された第２ヒートシール層
４に比して、多量に含有させることができる。着色層４′は、Ｏ．Ｄ．値が、１．５以上
、好ましくは１．９以上であり、また、体積ホログラム層の回折波長の光を５０％以上、
好ましくは８０％以上吸収するものとするとよく、これによりコントラストに優れるホロ
グラム画像とできる。
【００７３】
着色層は、顔料、染料をバインダー中に分散させインキ化した後、コンマコーター、ダイ
コーター、グラビアコーター等により乾燥膜厚０．５μｍ～１００μｍ、好ましくは１～
５０μｍに塗布形成される。着色層は、第１ヒートシール層３上、または、第２ヒートシ
ール層４″上に直接塗布形成するとよい。
【００７４】
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次に、第２ヒートシール層４″は着色された第２ヒートシール層４の項で記載した溶剤系
接着剤を使用して形成されるとよく、希釈溶剤により塗布可能な粘度まで希釈した後、コ
ンマコーター、ダイコーター、グラビアコーター等により乾燥膜厚０．５μｍ～１００μ
ｍ、好ましくは１～５０μｍに塗布形成される。
【００７５】
第２ヒートシール層４″は、着色層４′上に直接塗布形成されてもよいが、剥離性シート
５上に直接塗布形成した後、着色層４′上に剥離性シート５と共に積層して形成してもよ
く、また、剥離性シート５上に第２ヒートシール層４″、着色層４′を順次塗布形成し、
その着色層４′側から第１ヒートシール層３上に剥離性シート５と共に積層して形成して
もよい。また、剥離シート５に第２ヒートシール層４″、着色層４′、第１ヒートシール
層３をこの順に形成したものを第１ヒートシール層３側から体積ホログラム層２上に一度
に重ねて貼り合わせ、熱圧転写して形成してもよい。
【００７６】
着色された第２ヒートシール層を、第１ヒートシール層側から着色層、第２ヒートシール
層の積層構成とすると着色層における着色成分の体積ホログラム層への移行を防止できる
と共に、よりコントラストの高いホログラム画像を与え、しかも、第２ヒートシール層は
着色剤を含有しないので、被着体との接着性に優れるものとでき、ホログラムの貼り替え
等の偽造防止に特に有用である。
【００７７】
なお、着色層４′はホログラム転写箔の箔切れ性を考慮して塗工により形成したが、着色
フィルムとしてもよく、この場合にはスリット等の切れ目を事前に設けておくことにより
箔切れ性を持たせることができる。
【００７８】
また、着色層４′として光反射層であってもよい。反射層としては、光を反射する金属薄
膜を用いるとよく、昇華、真空蒸着、スパッタリング、反応性スパッタリング、イオンプ
レーティング、電気メッキ等の公知の方法で形成可能である。金属薄膜としては、例えば
、Ｃｒ，Ｔｉ，Ｆｅ，Ｃｏ，Ｎｉ，Ｃｕ，Ａｇ，Ａｕ，Ｇｅ，Ａ１，Ｍｇ，Ｓｂ，Ｐｂ，
Ｐｄ，Ｃｄ，Ｂｉ，Ｓｎ，Ｓｅ，Ｉｎ，Ｇａ，Ｒｂ等の金属及びその酸化物、窒化物等を
単独若しくは２種類以上組み合わせて形成される薄膜である。上記金属薄膜の中でもＡ１
，Ｃｒ，Ｎｉ，Ａｇ，Ａｕ等が特に好ましく、その膜厚は１～１０，０００ｎｍ、望まし
くは２０～２００ｎｍの範囲である。このような着色層とすると、ホログラム画像の視認
性、意匠性を向上させることができる。
【００７９】
次に、図１～図３に示す剥離性シート５としては、通常使用される剥離紙の他に、ポリエ
チレンテレフタレート樹脂フィルム、もしくはポリプロピレン樹脂フィルム等をフッ素系
離型剤、シリコーン系離型剤等により離型処理して得た離型性フィルムを使用してもよい
。
【００８０】
次に、図１～図２に示すように、体積ホログラム層２上に形成される剥離性保護層６は、
体積ホログラム層２との接着性と共に基材７との剥離性が要求され、また、基材７が剥離
された後は、体積ホログラム層２の保護層としてハードコート性、印字性、スリップ性等
の機能が要求される層である。基材７が剥離された後の体積ホログラム層に対する保護性
の観点からは、ポリメチルメタクリレート等のメタクリル系樹脂、３官能以上、好ましく
は６官能以上の紫外線や電子線等の電離放射線に反応する電離放射線硬化性のエポキシ変
性アクリレート樹脂やウレタン変性アクリレート樹脂、アクリル変性ポリエステル樹脂等
を用いて形成するとよい。また、各種の機能性を向上させるために、ポリアクリル酸エス
テル樹脂、ポリ塩化ビニル樹脂、セルロース樹脂、シリコーン樹脂、塩化ゴム、カゼイン
、各種界面活性剤、ワックス、金属化合物の少なくとも１種を添加して塗液とし、乾燥膜
厚０．１μｍ～３μｍで成膜されることにより、剥離力、箔切れ性、表面保護性に優れる
ものとできる。
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【００８１】
剥離性保護層は、添加剤や溶剤等の影響を考慮すると体積ホログラム層上に直接塗布形成
することは好ましくなく、剥離性保護層形成用塗液を用い、基材上に塗膜を形成した後、
体積ホログラム層上に熱圧転写により積層されるとよい。
【００８２】
次に、基材７は、剥離性保護層６上に一時的キャリアとして使用され、ホログラム転写箔
が第２ヒートシール層側から被着体に熱ラミネートされた後、剥離性保護層６上から剥離
されるものである。基材７としては、ポリエチレンフイルム、ポリプロピレンフイルム、
ポリ弗化エチレン系フイルム、ポリ弗化ビニリデンフイルム、ポリ塩化ビニルフイルム、
ポリ塩化ビニリデンフイルム、エチレン－ビニルアルコールフイルム、ポリビニルアルコ
ールフイルム、ポリメチルメタクリレートフイルム、ポリエーテルスルホンフイルム、ポ
リエーテルエーテルケトンフイルム、ポリアミドフイルム、テトラフルオロエチレン－パ
ーフルオロアルキルビニルエーテル共重合フイルム、ポリエチレンテレフタレートフイル
ム等のポリエステルフイルム、ポリイミドフイルム等の樹脂が例示され、膜厚としては２
μｍ～２００μｍ、好ましくは１０μｍ～５０μｍである。基材７は、剥離性保護層の界
面から剥離可能とされるように、基材の種類、剥離性保護層の材質等を適宜選択して剥離
力が調整されるとよく、その剥離力は１～１００ｇｆ／ｉｎｃｈ（９０°剥離）、好まし
くは１～５ｇｆ／ｉｎｃｈの範囲とするとよい。
【００８３】
また、図３に示すように、剥離性保護層６を不要としてもよい。この場合は、基材７がフ
ッ素系離型剤、シリコーン系離型剤等により離型処理したものを使用する場合、また、基
材７中に離型剤を含有させそれ自体剥離性としたものを使用する場合、さらには基材が剥
離性を有しない場合であっても基材を未硬化の体積ホログラム層に積層した後に体積ホロ
グラム層自体の硬化により体積ホログラム層が基材から剥離性を生じるような場合である
。
【００８４】
また、図４に示すように、第２ヒートシール層４が、他のホログラム転写箔との積み重ね
や連続したロール状とするに際してブロッキング性を有しない場合には、剥離シート５を
不要としてもよい。只、剥離性シート５を積層した方が第２ヒートシール層４を保管時に
保護することが確実に行なえるので好ましい。
【００８５】
次に、本発明のホログラム転写箔における偽造防止性について説明する。本発明のホログ
ラム転写箔にあっては、被着体にホログラム転写した後に、偽造を目的として体積ホログ
ラムを被着体から剥離しようとする場合、体積ホログラム層が材料破壊されてホログラム
画像を再生不能となるように、体積ホログラム層と被着体との接着力と体積ホログラム層
の材料破壊力との関係を調整するものである。また、被着体が材料破壊力の小さい写真や
上質紙のような場合には、偽造を目的として体積ホログラム層を被着体から剥離しようと
すると、被着体が材料破壊されて偽造防止の目的を達成できるものでもよい。
【００８６】
本発明にあっては、体積ホログラム層と被着体との接着力が体積ホログラム層または被着
体の材料破壊力より大きいことが必要である。
【００８７】
体積ホログラム層や被着体の材料破壊力は、ＪＩＳ　Ｋ７１２７－１９８９により測定さ
れる破断強度で示すことができ、本発明における体積型ホログラム層の破断強度は、０．
０１ｋｇ／ｍｍ2 ～５ｋｇ／ｍｍ2 、通常、０．０３ｋｇ／ｍｍ2 ～３ｋｇ／ｍｍ2 程度
である。また、通常、上質紙の破断強度は、３．０ｋｇ／ｍｍ2 ～５．０ｋｇ／ｍｍ2 で
ある。
【００８８】
また、体積ホログラム層と被着体との接着力は、剥離試験（ＪＩＳ　Ｋ６３０１）に従い
測定されるものであり、その接着力としては、第１ヒートシール層、第２ヒートシール層
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を適宜選択することにより、２０００ｇｆ／ｉｎｃｈ～３０００ｇｆ／ｉｎｃｈ程度とさ
れるとよい。
【００８９】
体積ホログラム層や被着体の材料破壊力と、体積ホログラム層と被着体との接着力とは数
値としては直接比較しえないが、体積ホログラム層を被着体からの剥離を試みて体積ホロ
グラム層が材料破壊されるか、または、被着体が材料破壊されるかにより容易に確認する
ことができる。体積ホログラム層や被着体の材料破壊力と体積ホログラム層と被着体との
接着力の数値の目安としては、体積ホログラム層の破断強度が、例えば２．３０ｋｇ／ｍ
ｍ2 である場合には、ホログラム層と被着体との間の接着力としては１０００ｇｆ／ｉｎ
ｃｈ以上の場合である。これにより、偽造を目的として被着体から体積ホログラム層を剥
離しようとすると、確実にホログラム層、または被着体を材料破壊することができ、偽造
防止を可能とできる。
【００９０】
次に、本発明のホログラム転写箔の製造方法としては、後述の実施例に記載するように、
各積層構成をそれぞれ一時キャリア上に設けて転写体としたのち、ホログラム転写箔の層
構成に応じて順次、熱圧転写により積層して形成するのが好ましいが、上述した各層にお
いて記載したように、例えば、第１ヒートシール層と第２ヒートシール層とを一時キャリ
ア上に順次設けた転写体とする等、その積層構成を適宜組み合わせて転写体とし、ホログ
ラム転写箔の製造に利用してもよい。熱圧転写に際しては、体積ホログラム層における記
録に影響を与えないためには、２５℃～１２０℃、好ましくは６０℃～１００℃で熱圧転
写とするとよい。
【００９１】
また、本発明のホログラム転写箔は、剥離シートを剥離した後、後述する被着体上に６０
℃～２００℃、好ましくは１００℃～１６０℃で、また、被着体の種類により相違するが
、０．５Ｍｐａ～１５Ｍｐａの範囲で熱圧転写し、必要に応じて基材を剥離することによ
り、体積ホログラム層を被着体上に転写することができる。
【００９２】
本発明のホログラム転写箔にあって、第１ヒートシール層は体積ホログラム層との接着性
に優れ、また、第２ヒートシール層は被着体との接着性に優れるものとその機能を分担で
きるので、被着体としては種々な対象とできる。また、第１ヒートシール層、第２ヒート
シール層を共に透明とする場合には、被着体表面を透視可能とできる。さらに、着色ホロ
グラム転写箔は、ホログラム画像の背景色とできるので、コントラストに優れた画像が得
られるが、着色ホログラム転写箔の着色濃度を低くすれば、下層を透過可能ともできるの
で、偽造防止等に有用である。
【００９３】
適用する対象としては、例えば、ガラス、プラスチック等の透明のものもしくは不透明な
ものが挙げられる。プラスチックとしては、塩化ビニル樹脂、アクリル樹脂、ポリスチレ
ン樹脂、ポリエチレンテレフタレート等のポリエステル樹脂、ポリカーボネート樹脂等が
例示される。
【００９４】
これらの素材からなる具体的な物品の例としては、例えば自動車、鉄道車両、船舶、もし
くは航空機等の交通機関の窓、展望用窓、またはドア等がある。あるいは、建造物の窓、
ドア、はめ殺しの窓、明かり採り窓等がある。また、上記のような交通機関においては、
運転席、操縦席やその他の場所に備えられた計器類やディスプレイの表面の透明ガラス、
もしくは透明プラスチック板にもホログラム転写箔を貼ることが出来る。
【００９５】
同様な表示は、電気器具、時計、カメラ、等の機器類にも、種々の表示部分があり、必ず
しも無色透明ではなく、非表示時には黒色のものもあるが、このようなものの表面にもホ
ログラム転写箔を貼ることができる。具体的に列挙すれば、上記の他に電卓、携帯可能な
パソコン等や携帯可能な端末機器、携帯電話、ＩＣ録音機、ＣＤプレーヤー、ＤＶＤプレ
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有する機器類である。これらにおいては、ホログラム転写箔が透視性を有する場合、機器
本来の表示機能を妨げずに、体積ホログラム層２のホログラム画像を重ねることができる
。これらに加えて、高級腕時計、宝飾品、貴金属、骨董品等、もしくはそれらのケース等
には、ホログラム転写箔の体積ホログラム層２の製造の困難性を利用して、真正品である
旨の表示のために適用することも出来る。この場合、貼る対象が透明であってもよいが、
不透明であってもよい。
【００９６】
ホログラム転写箔は、身分証明書、受験票の如きシート、またＩＤカードのようなカード
、また、パスポートのような小冊子に貼ってもよく、また、防火、消毒もしくは防火等の
保安、衛生上の等級を示す証書として、あるいはそのための処置を施した事の証書に使用
するのに適している。このほか、従来、紙製の証書を貼って封印した用途であって、対象
物品が透明で、かつ、ほぼ平板状か、または２次曲面であるものには、原則的に証書に置
き換えての使用が可能である。さらに、ホログラム転写箔を貼る対象としては、広く、紙
、合成紙、合成樹脂、金属からなるフイルムやシート、あるいはガラス板等で出来た部分
を持つ物品に用いることができる。また、体積ホログラムの持つ独特で立体が表現できる
特性等を利用し、本や中綴じの週刊誌等の雑誌や、自動車等のガラス窓、プレミアム商品
等に貼付するラベルとしても利用できる。
【００９７】
体積ホログラム層２のホログラム画像としては、上記した対象、用途、目的に合わせたデ
ザインを施すことができ、必要な意味を表現する記号や文宇を自由に含む事ができる。ホ
ログラム画像自体は、実物の撮影以外にホログラム回折格子を計算で求めたり、デジタル
カメラで取り込んだデジタル画像やコンピュータグラフィックスから得られる２次元ある
いは３次元の画像データから、ホログラフィックステレオグラム技術等の適宜な手段によ
り作成できる。
【００９８】
また、用途によって、予め、貼る対象やその部分の形状に合わせて切断しておくとよい。
あるいは、剥離性シート５を伴うときは、剥離性シート５以外の部分に切り込みを入れて
おくことにより、大きいサイズや巻き取った形のホログラム転写箔から、所定の形状の個
々のラベルを取り出して、貼る対象に適用することができる。このような加工は、打ち抜
き加工によって行なえる。剥離性シート５以外の部分のみに切り込みを入れておくには、
ホログラム転写箔の上面側から打ち抜き刃を剥離性シート５の厚み分を残したストローク
により上下動させればよい。
【００９９】
また、所定の形状の個々のホログラム転写箔を残して、隣接するホログラム転写箔との間
の剥離性シート以外の各層を除去しておいてもよい。この場合、剥離性シートの境界部に
、個々のホログラム転写箔を分離可能とするミシン目を施しておいてもよい。
【０１００】
【実施例】
以下、本発明を実施例により説明する。
（実施例１）
（ホログラム形成層を有する積層体Ａ）
ＰＥＴフイルム／ホログラム記録材料／剥離性ＰＥＴフイルム（ＨＲＦ８００ｘ００１；
デュポン社製）を用意した。
【０１０１】
（剥離性保護層を有する積層体Ｂ）
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をメチルエチルケトンに溶解・分散させた後、ＰＥＴフィルム上にグラビアコーターを使
用して、乾燥膜厚１μｍの剥離性保護層を有する積層体を得た。
【０１０２】
（第１ヒートシール層を有する積層体Ｃ）
エチレン－酢酸ビニル共重合体（中央理化（株）製「ＥＣ１７００」６０重量部を、４０
重量部のイソプロピルアルコールに溶解した後、剥離性ＰＥＴフィルム上に、グラビアコ
ーターを使用して、乾燥膜厚２μｍの第１ヒートシール層を有する積層体を得た。
【０１０３】
（第２ヒートシール層を有する積層体Ｄ）
エチレン－酢酸ビニル共重合体（東洋モートン（株）製「ＡＤ１７９０－１５」）５０重
量部を５０重量部のトルエンに溶解した後、剥離性ＰＥＴフィルム上にグラビアコーター
を使用して、乾燥膜厚２μｍの第２ヒートシール層を有する積層体を得た。
【０１０４】
ホログラム形成層を有する積層体Ａに、５１４ｎｍの波長を有するレーザー光を用いてリ
ップマンホログラムを記録し、１００℃、１０分加熱した。ホログラム記録した積層体Ａ
における剥離性ＰＥＴフィルムを剥離した後、その剥離面に、積層体Ｂにおける剥離性保
護層面を８０℃にて熱ラミネートした。これにより、ＰＥＴフィルム／剥離性保護層／体
積ホログラム層／ＰＥＴフィルムの積層体を得た。
【０１０５】
次に、高圧水銀灯を使用してこの積層体における体積ホログラムを定着処理した後、体積
ホログラム層に接するＰＥＴフィルムを剥離し、その剥離面に積層体Ｃにおける第１ヒー
トシール層面を１００℃にてラミネートし、その剥離性ＰＥＴフィルムを剥離した。つい
で、第１ヒートシール層面にさらに積層体Ｄにおける第２ヒートシール層面を１００℃に
てラミネートした。
【０１０６】
これにより、ＰＥＴフィルム／剥離性保護層／体積ホログラム層／第１ヒートシール層／
第２ヒートシール層／剥離性ＰＥＴフィルムの透明ホログラム転写箔を得た。
【０１０７】
（比較例１）
実施例１で作成したＰＥＴフィルム／剥離性保護層／体積ホログラム層／ＰＥＴフィルム
の積層体に、高圧水銀灯を使用してこの積層体における体積ホログラムを定着処理した後
、体積ホログラム層に接するＰＥＴフィルムを剥離した。
【０１０８】
その剥離面に、実施例１に記載の積層体Ｃにおいてその第１ヒートシール層の膜厚を４μ
ｍとして形成した積層体における第１ヒートシール層面を１００℃にてラミネートした。
【０１０９】
これによりＰＥＴフィルム／剥離性保護層／体積ホログラム層／第１ヒートシール層（膜
厚、４μｍ）／剥離性ＰＥＴフィルムの透明ホログラム転写箔を得た。
【０１１０】



(17) JP 4803333 B2 2011.10.26

10

20

30

40

50

（比較例２）
実施例１で作成したＰＥＴフィルム／剥離性保護層／体積ホログラム層／ＰＥＴフィルム
の積層体に、高圧水銀灯を使用してこの積層体における体積ホログラムを定着処理した後
、体積ホログラム層に接するＰＥＴフィルムを剥離した。
【０１１１】
その剥離面に積層体Ｄにおいてその第２ヒートシール層の膜厚を４μｍとして形成した積
層体における第２ヒートシール層面を１００℃にてラミネートした。これによりＰＥＴフ
ィルム／剥離性保護層／体積ホログラム層／第２ヒートシール層（膜厚４μｍ）／剥離性
ＰＥＴフィルムの透明ホログラム転写箔を得た。
【０１１２】
（剥離性試験）
実施例１、比較例１、２で得た各透明ホログラム転写箔を、その剥離性ＰＥＴフィルムを
剥離した後、１２０～１４０℃にて、塩ビカード上に積層し、剥離性保護層を表面に有す
る体積ホログラムを熱転写した。得られた体積ホログラム層と塩ビカードとの接着力を、
剥離試験（ＪＩＳ　Ｋ６３０１）に従い測定した。
その結果を下記表１に示す。
【０１１３】
【表１】

（実施例２）
実施例１における積層体Ｄにおける第２ヒートシール層として、「ＤＩＣ社製「Ｍ－７２
０ＡＨ」を使用した以外は実施例１と同様にして、ＰＥＴフィルム／剥離性保護層／体積
ホログラム層／第１ヒートシール層／第２ヒートシール層／剥離性ＰＥＴフィルムの透明
ホログラム転写箔を得た。
【０１１４】
（実施例３）
実施例１における積層体Ｄにおける第２ヒートシール層として、「ＤＩＣ社製「Ａ－９２
８」を使用した以外は実施例１と同様にして、ＰＥＴフィルム／剥離性保護層／体積ホロ
グラム層／第１ヒートシール層／第２ヒートシール層／剥離性ＰＥＴフィルムの透明ホロ
グラム転写箔を得た。
【０１１５】
（実施例４）
実施例１における積層体Ｄにおける第２ヒートシール層として、ＤＩＣ社製「Ａ－４５０
」を使用した以外は実施例１と同様にして、ＰＥＴフィルム／剥離性保護層／体積ホログ
ラム層／第１ヒートシール層／第２ヒートシール層／剥離性ＰＥＴフィルムの透明ホログ
ラム転写箔を得た。
【０１１６】
（実施例５）



(18) JP 4803333 B2 2011.10.26

10

20

30

40

50

実施例１における積層体Ｄにおける第２ヒートシール層として、ＤＩＣ社製「Ａ－１００
Ｚ－４」を使用した以外は実施例１と同様にして、ＰＥＴフィルム／剥離性保護層／体積
ホログラム層／第１ヒートシール層／第２ヒートシール層／剥離性ＰＥＴフィルムの透明
ホログラム転写箔を得た。
【０１１７】
実施例１～実施例５で得たホログラム転写箔について、それぞれ、カード基材として塩ビ
、ポリスチレン、ポリエチレンテレフタレート、上質紙上に実施例１同様に転写し、その
接着力を同様に測定した。その結果を下記表２に示す。
【０１１８】
なお、上記の表１、下記表２において、例えば、塩ビカードと実施例１との組み合わせに
おいて、その接着力について「＞３．０Ｋｇｆ／ｉｎｃｈ」と記載するが、これは接着力
試験に際して、３．０Ｋｇｆ／ｉｎｃｈにおいて体積ホログラム層の材料破壊が生じたこ
とから、その接着力は３．０Ｋｇｆ／ｉｎｃｈ以上であるとした。
【０１１９】
【表２】

 *1 ：体積ホログラム層の材料破壊
 *2 ：被着体の材料破壊
表２からわかるように、実施例１、２のものは、被着体が塩ビ、ポリスチレン、ポリエチ
レンテレフタレート、上質紙のいずれの場合であっても、その偽造防止を確実なものとで
きるものであり、また、実施例３におけるものは、被着体が塩ビ、上質紙の場合に、その
偽造防止を確実なものとでき、さらに、実施例４、５のものは、被着体が上質紙の場合に
、その偽造防止を確実なものとできる。
【０１２０】
また、塩ビカードと実施例４、実施例５の組み合わせのもの、また、ポリスチレンやＰＥ
Ｔと実施例３、４、５の組み合わせのものにあっては、接着力が低く、第２ヒートシール
層と被着体との間、または体積ホログラム層と第２ヒートシール層との間での剥離が生じ
た。
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【０１２１】
（実施例６）
（ホログラム形成層を有する積層体Ａ）
ＰＥＴフイルム／ホログラム記録材料／剥離性ＰＥＴフイルム（ＨＲＦ８００ｘ００１；
デュポン社製）を用意した。
【０１２２】
（剥離性保護層を有する積層体Ｂ）

をメチルエチルケトンに溶解・分散させた後、ＰＥＴフィルム上にグラビアコーターを使
用して、乾燥膜厚１μｍの剥離性保護層を有する積層体を得た。
【０１２３】
（無着色第１ヒートシール層を有する積層体Ｃ）
水系熱可塑性樹脂としてエチレン－酢酸ビニル共重合体（中央理化（株）製「ＥＣ１７０
０」６０重量部を、４０重量部の水に溶解した後、剥離性ＰＥＴフィルム上に、グラビア
コーターを使用して、乾燥膜厚２μｍの無着色第１ヒートシール層を有する積層体を得た
。
【０１２４】
（着色第２ヒートシール層を有する積層体Ｄ）
エチレン－酢酸ビニル共重合体（東洋モートン（株）製「ＡＤ１７９０－１５」４５重量
部と着色剤として黒色染料（日本化薬（株）製「カヤセットブラックＫ－Ｒ」）５重量部
とを５０重量部のトルエンに溶解した後、剥離性ＰＥＴフィルム上にグラビアコーターを
使用して、乾燥膜厚２μｍの着色第２ヒートシール層を有する積層体を得た。
【０１２５】
積層体Ａに、５１４ｎｍの波長を有するレーザー光を用いてリップマンホログラムを記録
し、１００℃、１０分加熱した。ホログラム記録した積層体Ａにおける剥離性ＰＥＴフィ
ルムを剥離した後、その剥離面に、積層体Ｂにおける剥離性保護層面を８０℃にて熱ラミ
ネートした。これにより、ＰＥＴフィルム／剥離性保護層／体積ホログラム層／ＰＥＴフ
ィルムの積層体を得た。
【０１２６】
次に、高圧水銀灯を使用してこの積層体における体積ホログラムを定着処理した後、体積
ホログラム層に接するＰＥＴフィルムを剥離し、その剥離面に積層体Ｃにおける無着色第
１ヒートシール層面を１００℃にてラミネートし、その剥離性ＰＥＴフィルムを剥離した
。ついで、無着色第１ヒートシール層面にさらに積層体Ｄにおける着色第２ヒートシール
層面を１００℃にてラミネートした。
【０１２７】
これにより、ＰＥＴフィルム／剥離性保護層／体積ホログラム層／無着色第１ヒートシー
ル層／着色第２ヒートシール層／剥離性ＰＥＴフィルムの着色ホログラム転写箔を得た。
【０１２８】
（比較例３）
実施例６で作成したＰＥＴフィルム／剥離性保護層／体積ホログラム層／ＰＥＴフィルム
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の積層体に高圧水銀灯を使用してこの積層体における体積ホログラムを定着処理した後、
体積ホログラム層に接するＰＥＴフィルムを剥離し、その剥離面に積層体Ｄにおける着色
第２ヒートシール層面を１００℃にてラミネートした。これにより、ＰＥＴフィルム／剥
離性保護層／体積ホログラム層／着色第２ヒートシール層／剥離性ＰＥＴフィルムの着色
ホログラム転写箔を得た。
【０１２９】
（染料移行性試験）
実施例６と比較３で得た着色ホログラム転写箔について、剥離性ＰＥＴフィルムを剥離し
た後、１２０～１４０℃にて、塩ビカード上に熱圧ラミネートし、剥離性保護層を表面に
有する体積ホログラムを熱転写した。
【０１３０】
転写された体積ホログラム層は、被着体への接着力が強く、被着体から剥離しようとした
が、体積ホログラム層が破断した。それに対して、比較例３で得られた体積ホログラム層
を被着体から剥離したところ、体積ホログラム層と着色第２ヒートシール層間で剥離した
。
【０１３１】
また、実施例６で得られた体積ホログラム層は、背景とのコントラストが向上したことに
より、ホログラム像が鮮明に観察できたのに対し、比較例３で得た体積ホログラム層は、
転写直後または数時間後から着色した第２ヒートシール層からの染料が体積ホログラム層
に移行し、ホログラム像が非常に暗くなり、観察しづらいものとなった。
【０１３２】
（実施例７）
実施例６における無着色第１ヒートシール層に代えて、三井化学（株）製「Ｖ－１００」
、「Ｖ－２００」、中央理化工業（株）製の「ＥＣ－１２００」、「ＭＣ－３８００」、
「ＭＣ－４４００」、「ＨＡ－１１００」、「ＡＣ－３１００」、ＤＩＣ（株）製「ＡＰ
－６０ＬＭ」をそれぞれ同様に使用した以外は、実施例６同様にして着色ホログラム転写
箔を作成し、同様に塩ビシートに転写した。
【０１３３】
転写された体積ホログラム層は、被着体への接着力が強く、被着体から剥離しようとした
が、体積ホログラム層が破断した。また、背景とのコントラストが向上したことにより、
ホログラム像が鮮明に観察できた。
【０１３４】
また、実施例６における着色第２ヒートシール層に代えて、大日本インキ（株）製の「Ａ
－１００Ｚ－４」、「Ｍ－７２０ＡＨ」、「Ａ－４５０Ａ」、「Ａ－９２８」を同様に使
用した以外は、実施例６と同様にして着色ホログラム転写箔を作成し、同様に塩ビシート
に転写した。
【０１３５】
また、得られた体積ホログラム層は、背景とのコントラストが向上したことによりホログ
ラム像が鮮明に観察できた。また、着色第２ヒートシール層として大日本インキ（株）製
の「Ｍ－７２０ＡＨ」、「Ａ－９２８」を使用したものについて、体積ホログラム層を被
着体から剥離しようとしたが、被着体への接着力が強く、体積ホログラム層が破断した。
【０１３６】
（比較例４）
実施例６で作成したＰＥＴフィルム／剥離性保護層／体積ホログラム層／ＰＥＴフィルム
の積層体に、高圧水銀灯を使用してこの積層体における体積ホログラムを定着処理した後
、体積ホログラム層に接するＰＥＴフィルムを剥離し、その剥離面に下記のようにして調
製した無着色第１ヒートシール層を有する積層体を使用し、その第１ヒートシール層面を
１００℃にてラミネートした。
【０１３７】
（無着色第１ヒートシール層を有する積層体）



(21) JP 4803333 B2 2011.10.26

10

20

30

40

50

エチレン－酢酸ビニル共重合樹脂（大日本インキ（株）製「Ｍ－７２０ＡＨ」）８０重量
部を、２０重量部のメチルエチルケトンに溶解した後、剥離性ＰＥＴフィルム上にグラビ
アコーターを使用して、乾燥膜厚２μｍの無着色第１ヒートシール層を有する積層体を得
た。
【０１３８】
次いで、この無着色第２ヒートシール層面にさらに実施例６で作成した積層体Ｄにおける
着色第２ヒートシール層面を１００℃にてラミネートした。
【０１３９】
これにより、ＰＥＴフィルム／剥離性保護層／体積ホログラム層／無着色第１ヒートシー
ル層／着色第２ヒートシール層／剥離性ＰＥＴフィルムの着色ホログラム転写箔を得た。
【０１４０】
得られた着色ホログラム転写箔を使用し、同様に塩ビシートに転写し、体積ホログラム層
を被着体から剥離しようとしたが、被着体への接着力が強く、体積ホログラム層が破断し
たが、転写直後または数時間後から着色した第２ヒートシール層からの染料が体積ホログ
ラム層に移行し、ホログラム像が非常に暗くなり観察しづらいものとなった。
【０１４１】
（実施例８）
（ＰＥＴフィルム／体積ホログラム記録材料／剥離性ＰＥＴフィルムの第１積層体）
ポリエチレンテレフタレートフイルム（東レ（株）製、ルミラーＴ－６０、厚み５０μｍ
）上に、ホログラム形成材料として、下記組成
・ポリメチルメタクリレート系樹脂（Ｔｇ：１００℃）を基本バインダーとす
る体積ホログラム形成用感光性樹脂組成物　　・・・　　　　６０重量部
・メチルエチルケトン　　　　　　　　　　・・・　　　　２５重量部
・トルエン　　　　　　　　　　　　　　　・・・　　　　１５重量部
からなる溶液を乾燥膜厚１０μｍとなるようにグラビアコートし、塗工面に表面離型処理
ＰＥＴフイルム（「ＳＰ－ＰＥＴ」５０μｍ、東セロ（株）製）を貼り付け、第１積層体
を作製した。
【０１４２】
（ＰＥＴフィルム／剥離性保護層の第２積層体）

をメチルエチルケトンに溶解・分散させた後、ＰＥＴフィルム｛東レ（株）製、ルミラー
Ｔ－６０、厚み５０μｍ｝上にグラビアコーターを使用して、乾燥膜厚１μｍの剥離性保
護層を有する第２積層体を得た。
【０１４３】
（表面離型処理ＰＥＴフィルム／無着色第１ヒートシール層の第３積層体）
水系熱可塑性樹脂としてエチレン－酢酸ビニル共重合体（中央理化（株）製「ＥＣ１７０
０」６０重量部を、４０重量部の水に溶解した後、剥離性ＰＥＴフィルム（「ＳＰ－ＰＥ
Ｔ」５０μｍ、東セロ（株）製）上に、グラビアコーターを使用して、乾燥膜厚２μｍの
無着色第１ヒートシール層を有する第３積層体を得た。
【０１４４】
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（剥離シート５／第２ヒートシール層４″／着色層４′の第４積層体）
塩ビ酢ビ共重合樹脂（大日本インキ（株）製「Ａ－１００Ｚ－４」）１００重量部を５０
重量部のトルエンに溶解した後、剥離性シート（「ＳＰ－ＰＥＴ」５０μｍ、東セロ（株
）製）上にグラビアコーターを使用して、乾燥膜厚２μｍの第２ヒートシール層４″を設
けた。
【０１４５】
次いで、この第２ヒートシール層４″上に、下記組成

からなる着色層形成用インキをグラビアコーターを使用して、乾燥膜厚２μｍの着色層４
′を積層して第４積層体を得た。
【０１４６】
ホログラム形成層を有する第１積層体に、５１４ｎｍの波長を有するレーザー光を用いて
リップマンホログラムを記録し、１００℃、１０分加熱した。ホログラム記録した第１積
層体における剥離性ＰＥＴフィルムを剥離した後、その剥離面に、第２積層体における剥
離性保護層面を８０℃にて熱ラミネートした。これにより、ＰＥＴフィルム／剥離性保護
層／体積ホログラム層／ＰＥＴフィルムの積層体を得た。
【０１４７】
次に、高圧水銀灯を使用してこの積層体における体積ホログラムを定着処理した後、体積
ホログラム層に接するＰＥＴフィルムを剥離し、その剥離面に第３積層体における無着色
第１ヒートシール層面を１００℃にてラミネートし、その剥離性ＰＥＴフィルムを剥離し
た。ついで、無着色第１ヒートシール層面に第４積層体をその着色層４′側から積層し、
１００℃にて熱ラミネートした。
【０１４８】
これにより、ＰＥＴフィルム／剥離性保護層／体積ホログラム層／無着色第１ヒートシー
ル層／着色層４′／第２ヒートシール層４″／剥離シート５の着色ホログラム転写箔を得
た。
【０１４９】
（染料移行性試験）
実施例８で得た着色ホログラム転写箔について、剥離シートを剥離した後、１２０～１４
０℃にて、塩ビカード上に積層し、剥離性保護層を表面に有する体積ホログラムを熱転写
した。
【０１５０】
体積ホログラム層を被着体から剥離しようとしたが、被着体への接着力が強く、体積ホロ
グラム層が破断した。また、実施例６で得た着色ホログラム転写箔と比較して背景とのコ
ントラストが向上したことにより、ホログラム像がより鮮明に観察できた。
【０１５１】
（実施例９）
（ＰＥＴフィルム／体積ホログラム記録材料／剥離性ＰＥＴフィルムの第１積層体）
ポリメチルメタクリレート系樹脂（分子量２００，０００）５００重量部に３，９－ジエ
チル－３′－カルボキシルメチル－２，２′－チアカルボシアニン沃素塩５重量部、ジフ
ェニルヨードニウムヘキサフルオロアンチモネート６０重量部、２，２－ビス〔４－（ア
クリロキシジエトキシ）フェニル〕プロパン８００重量部、ペンタエリスリトールポリグ
リシジルエーテル８００重量部からなるホログラム記録材料を、ＰＥＴフイルム（５０μ
ｍ、東レ（株）製）上に、乾燥膜厚１０μｍとなるようにグラビアコートにて塗工し、塗
工面に表面離型処理ＰＥＴフイルム（５０μｍ、東セロ（株）製）を貼付け、ＰＥＴフィ



(23) JP 4803333 B2 2011.10.26

10

20

30

40

50

ルム／ホログラム記録材料／剥離性ＰＥＴフィルムからなる第１積層体を用意した。
【０１５２】
（ＰＥＴフィルム／剥離性保護層の第２積層体）
ＰＥＴフィルム｛東レ（株）製、ルミラーＴ－６０、厚み５０μｍ｝上に、ハクリニス（
（株）昭和インク工業所製「ハクリニスＵＶＣ－５Ｗ」）をグラビアコーターを使用して
、乾燥膜厚１μｍの剥離性保護層を有する第２積層体を得た。
【０１５３】
（表面離型処理ＰＥＴフィルム／無着色第１ヒートシール層の第３積層体）
水系熱可塑性樹脂としてエチレン－酢酸ビニル共重合体（中央理化（株）製「ＥＣ１７０
０」６０重量部を、４０重量部の水に溶解した後、剥離性ＰＥＴフィルム（「ＳＰ－ＰＥ
Ｔ」５０μｍ、東セロ（株）製）上に、グラビアコーターを使用して、乾燥膜厚２μｍの
無着色第１ヒートシール層を有する第３積層体を得た。
【０１５４】
（剥離シート５／第２ヒートシール層４″／着色層４′の第４積層体）
エチレン－酢酸ビニル共重合体（東洋モートン（株）製「ＡＤ１７９０－１５」５０重量
部を５０重量部のトルエンに溶解した後、剥離性シート（「ＳＰ－ＰＥＴ」５０μｍ、東
セロ（株）製）上にグラビアコーターを使用して、乾燥膜厚２μｍの第２ヒートシール層
４″を設けた。
【０１５５】
次いで、この第２ヒートシール層４″上に、アルミニウムを膜厚１００ｎｍで真空蒸着し
、反射性金属薄膜を積層して第４積層体を得た。
【０１５６】
ホログラム形成層を有する第１積層体に、５１４ｎｍの波長を有するレーザー光を用いて
リップマンホログラムを記録し、１００℃、１０分加熱した。ホログラム記録した第１積
層体における剥離性ＰＥＴフィルムを剥離した後、その剥離面に、第２積層体における剥
離性保護層面を８０℃にて熱ラミネートした。これにより、ＰＥＴフィルム／剥離性保護
層／体積ホログラム層／ＰＥＴフィルムの積層体を得た。
【０１５７】
次に、高圧水銀灯を使用してこの積層体における体積ホログラムを定着処理した後、体積
ホログラム層に接するＰＥＴフィルムを剥離し、その剥離面に第３積層体における無着色
第１ヒートシール層面を１００℃にてラミネートし、その剥離性ＰＥＴフィルムを剥離し
た。ついで無着色第１ヒートシール層面に第４積層体をその反射性金属薄膜４′側から積
層し、１００℃にて熱ラミネートした。
【０１５８】
これにより、ＰＥＴフィルム／剥離性保護層／体積ホログラム層／無着色第１ヒートシー
ル層／蒸着層４′／第２ヒートシール層４″／剥離シート５の着色ホログラム転写箔を得
た。
【０１５９】
（染料移行性試験）
得られた着色ホログラム転写箔について、剥離シートを剥離した後、１２０～１４０℃に
て、塩ビカード上に積層し、剥離性保護層を表面に有する体積ホログラムを熱転写した。
【０１６０】
体積ホログラム層を被着体から剥離しようとしたが、被着体への接着力が３０００ｇｆ／
ｉｎｃｈ以上と強く、体積ホログラム層が破断した。また、実施例６で得た着色ホログラ
ム転写箔に比較して背景とのコントラストが向上したことによりホログラム像がより鮮明
に観察できた。また、蒸着層を積層することによるホログラム画像の乱れや蒸着層のひび
割れ等の不具合は認められなかった。
【０１６１】
【発明の効果】
本発明のホログラム転写箔は、体積ホログラムを任意の被着体に熱圧により貼着可能とす
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るホログラム転写箔であって、偽造を目的として体積ホログラムを剥離しようとしても体
積ホログラム層や被着体の材料破壊が生じるので、偽造防止に有効であり、さらに、着色
ホログラム転写箔とすることにより、コントラストの高いホログラム画像を与え、しかも
、着色成分の体積ホログラム層への影響を確実に防止できるものである。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明のホログラム転写箔の一例をその断面図で説明するための図である。
【図２】　本発明のホログラム転写箔の一例をその断面図で説明するための図である。
【図３】　本発明のホログラム転写箔の一例をその断面図で説明するための図である。
【図４】　本発明のホログラム転写箔の一例をその断面図で説明するための図である。
【符号の説明】
１はホログラム転写箔、２は体積ホログラム層、３は第１ヒートシール層、４は第２ヒー
トシール層、または着色された第２ヒートシール層、４′は着色層、４″は第２ヒートシ
ール層、５は剥離性シート、６は剥離性保護層、７は基材である。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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